
参加費
無料

日時：2024 年 11 月 21 日 ( 木 )
14：00～16：00 13:30( 受付開始）

定員：100 名（先着順）

第 214 回
 河川文化を
語る会

江戸時代中期の
紀州流・井澤弥惣兵衛為永の業績について
千葉県立関宿城博物館　調査協力員　市川幸男

会場案内及び申込詳細は裏面をご覧ください

講演概要
江戸時代中期の治水仕法として有名な紀州流の勘定吟味役の井澤
弥惣兵衛為永の主な業績として、見沼代用水の開削、見沼の干拓・
新田開発、見沼通船堀の構築は著名です。見沼通船堀には、現在
の天皇陛下が皇太子時代に行啓されたことでも有名です。
関東地方では、他に飯沼干拓や吉田用水の開削、江戸川中流部の
ショートカット工事も大規模な事業です。井澤弥惣兵衛為永は６
０才の年齢で、第八代将軍徳川吉宗に召し出されて、関東地方各
地の治水、利水工事の設計・工事監督を果たしました。
晩年には７０才を過ぎて美濃郡代を兼任して、木曽三川の分離計
画の策定をしました。この計画は後に、薩摩藩による宝暦の治水
につながります。本講演では、このような井澤弥惣兵衛為永の業
績をご紹介したいと存じます。

見沼通船堀（東縁）閘門開閉実演状況

土木学会 CPD（2.0 付与単位）が取得できます。



さいたま市浦和区仲町 3-5-1 　
「浦和駅」から徒歩 15 分 /「中浦和駅」から徒歩 20 分

申込方法
①氏名 ②( 勤務先 ) ③E-mail または グーグルフォーム　④職種 （建設コンサルタント，建設会社，その他民間
企業，行政，財団 /社団， NPO 等川や水の活動，学生，その他） ⑤二種正会員 (個人会員 )/ 一般の別 を明記の上、
E-mail・グーグルフォームのいずれかからお申し込みください。 ※ ②と④の記載は任意です。
　【申込先】 ●日本河川協会「河川文化を語る会」事務局　 ※ 問合せ先をご参照ください
　                 E‐mail： kataru@japanriver.or.jp
★右の QRコードを読み取って、受付フォームからもお申し込みいただけます。
※ 定員になりしだい締め切らせていただきます。

会場

公益社団法人 日本河川協会　（担当：百武・志賀）
東京都千代田区麹町 2-6-5　麹町 E.C.K ビル 3F
TEL：03-3238-9771　　FAX ： 03-3288-2426
E-mail ： kataru@japanriver.or.jp

埼玉県県民健康センター
１F 「大会議室 A」　　

問合せ先
【主催】 公益社団法人 日本河川協会
【共催】 彩の川研究会
【後援】 埼玉県　

当講演会は、公益財団法人河川財団による
河川基金の助成を受けています

講師紹介
長野県出身。昭和５１年建設省入省。利根川上流、利根川下流、江戸川等の
河川事務所に勤務、水資源開発公団、建設大学校、地域振興整備公団に出向、
国土交通大学校で退官。（一財）全国建設研修センター調査役でダムシミュ
レータ講師等を経て、現在、アーステック（株）技術部参与。技術士（総合
技術監理部門、建設部門）（河川、砂防、海岸・海洋）。平成１５年度から千
葉県立関宿城博物館調査協力員（旧客員研究員）。


